パネル①「『地域vs.都市』?」
・報告者（オーガナイザー）
アートをめぐる場に関する考察

―アート・プロジェクトにおける「社会と関わるアート」を事例として―

東京芸術大学大学院音楽研究科・芸術環境創造研究分野 博士課程2年　小泉元宏

（要旨）

　1990年代以降，特に2000年代に入ってから，各地においてアート・プロジェクトが頻繁に開催されている。これまでアートをめぐる場に関する議論は，国民国家の成立に代表される近代化の過程のなかで定型化され，世俗化された鑑賞の場である美術館，あるいは商業ギャラリーといった場を中心になされ，特にその保存収集や展示機能，あるいは市場との関係などを重視して行われてきた。しかしながら本報告が対象とするアート・プロジェクトにおいては，「観客」，「消費者」など他者として扱われ，文化生産の当事者としては見逃されがちであった地域住民など様々な人々が制作に関与したり，あるいは彼らとの関係性を重視したりといった活動が強く含まれており，市民社会における新たなアートをめぐる場が生成されているのである。本稿では，アート・プロジェクト事例として「越後妻有アートトリエンナーレ」を取り上げ，その社会教育的，文化創成的側面に着目しながら，経済，政治が近接する現代の社会構造の変化の只中にある市民社会において，アートをめぐる場がいかなる今日的課題と可能性を持っているのかを考察する。以上の報告で，アート・プロジェクトの現在を振り返りながら，他の報告者や討論者，司会者，そして越後妻有地域住民の方々との議論を通じて，地域からの文化発信の可能性について考えるための契機としたい。
・報告者
越後妻有で、地域からの「情報」発信を考える

−市民社会再生、小金井プロジェクト、柏崎市北条地区での実践をふまえて−
東京大学大学院情報学環・学際情報学府博士課程4年　三浦伸也

（要旨）

地域の「情報」、とくに、芸術文化活動へアクセスするための情報がうまくネットワーク化されていない問題を取り上げ、越後妻有地域の方々と議論したい。今回は、２つの取り組み（東京大学大学院人文社会研究科文化資源学公開講座「市民社会再生」http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR-K/homu.htmlと、小金井プロジェクト）から生まれたkamm (小金井で、芸術を伝える、メディアをつくる)プロジェクトhttp://koganeikouza.blog21.fc2.com/での実践をふまえて、どのようにして地域文化の「多様性」を表現し、地域からの情報を発信・保持していくのかについて議論したい。議論にあたっては、同じ新潟県の柏崎市北条地区のケーススタディをもとに、限界集落に近い地方の地域文化情報の発信と持続可能性について、既にこのアートプロジェクトが行われ情報発信が行われている越後妻有で、地元の方々と議論し、考えていきたい。

・報告者
　地域における文化創造の現在と歴史～原子力ムラを事例として
東京大学大学院情報学環・学際情報学府修士課程1年　開沼博

（要旨）

本報告では原発やその関連施設をもつ自治体＝原子力ムラにおける文化が現在どのような状況にあるか明らかにし、
　そこにおいていかなる文化創造がなされてきたのか（歴史性）、その背景にどのような要因があるのか（政治的・経済的文脈）を分析する。
　都市ではない「地域」において、その文化に「都市への眼差し」が表出することは避けられない。
　都市の影響を受けた地域の文化は、都市との間に共通するものは保持する一方で、そこには都市の人間から見たら驚くような差異も現れる。
　しかし、その差異の現れが「都市のなりそこないの劣化コピー」なのか、はたまた、「都市から自らを差異化することに成功したオリジナル」なのか、捉え方は様々にありえようが、そこにこれまでの、そしてこれからの地域における文化創造の一つのカギが眠っているということは確かだ。
　対象地域の文化がいかに自生してきたのか鑑み「芸術・文化創造の未来」を考えるきっかけとしたい。

・討論者
東京大学大学院情報学環・学際情報学府修士課程1年　渡辺文菜

（要旨）

昨今、日本の各地で「アートプロジェクト」なるものが隆盛しているように見受けられる。「アートプロジェクト」は美術館やギャラリーを抜け出す傾向にある現代美術の一つの流れとしても捉えることができるが、現代社会における都市に対する地域の問題をはじめとして、広く現代社会のどのような特徴が影響していると考えられるだろうか。また、「アートプロジェクト」の内部では何が生まれているのだろうか。「市民参加」や「まちづくり」の新しい手法として評価されることがあるが、なぜ人々は「アート」に集まるのか、「アートプロジェクト」を一つの新しい「運動」と捉え、分析する。
現代においてその意味が限定的に使用される「アート」と現代社会はどのような関係性を持っているのか考えていきたい。

パネル②「コミュニティ形成と多様性」
・報告者（オーガナイザー）
東京芸術大学大学院音楽研究科・芸術環境創造研究分野 修士課程2年　長津結一郎

（要旨）
社会における様々な境界線と芸術表現との関係性に着目し、なかでも障害者やマイノリティによる表現活動を主な研究分野としている。また、地域でのアートプロジェクトの現場（取手アートプロジェクト、art-Link上野ー谷中、すみだコミュニティ・プログラム等）に参与し続けながら、アートと地域の関係性についての視座を深めている。修士論文では、芸術家、障害者、地域住民等が入り交じり即興的に音楽をつくり続けるワークショップを題材に、障害/健常などの境界線に対して芸術表現がどのような機能を持ちうるのかを考察する。
・報告者
デモという空間を考える

東京芸術大学大学院音楽研究科・芸術環境創造研究分野 研究生　田中菜穂子

（要旨）
歌う、踊る、叫ぶ―あらゆる身体、あらゆる動きが集まり得体の知れない「群れ」を路上に創出するデモ。そのすべてを観察し記述することは困難だ。しかしデモの隊列を俯瞰して眺めるのではなく、音と感情の渦中に身をおくことで、政治空間／生活空間／パフォーマティヴな空間が融解していく感覚というものを見いだせないだろうか。文章での発表以外に、映像や写真など使用して世界のあらゆるデモを紹介しながら、参加型のプレゼンテーションができればと考えています。

・討論者
　「ハーフ」とは何か？

東京大学大学院情報学環・学際情報学府修士課程1年　関恵里沙

（要旨）

　日本では「ハーフ」という言葉は自明なものとして、日常に飛び交っている。ポリティカルコレクトネスから一部では「ハーフ」の代わりに「ダブル」という言葉 を使用するようになってきたが、いまだマスメディアはその言葉の差別性に関わらず「ハーフ」という言葉を当然の様に使いつづけている。また、「ダブル」と いう言葉が代わりに用いられたとしても、それが指す対象は同じであり問題をより見えにくいものにしてしまっている様にも見える。実際「ハーフ」という言葉 の対照となる人々は「片親が日本人で、もう片親が日本人以外」というだけで（この定義に当てはまらない人々も多く対象となっているが）、それぞれの文化背 景は多様である。それでも、mixiというSNSが登場すると「ハーフ」と言われる人々は自らコミュニティーを形成し、自らを「ハーフ」と名乗りそのコミュニティーに集まっている。
そこで、「ハーフ」という言葉が日本でどの様に使われてきたのかと、自ら「ハーフ」と名乗りコミュニティーを形成する背景には何があるのかを研究する。

パネル③「芸術とイノベーション、そして地域」
・報告者（オーガナイザー）
　芸術家による先駆的活動がもたらすソーシャルイノベーションの可能性
東京芸術大学大学院音楽研究科・芸術環境創造研究分野　博士課程1年　岡田智博

（要旨）

　20世紀末から始まる情報化社会に向けた変化において、メディアアートを中心とする先駆的芸術活動が市民による主体的な活用による普及や、IT産業の創出など、社会的なイノベーションを地域にもたらすとともにときには世界規模の変革すらもたらす状況が生まれている。このような芸術活動の新たな役割がどのようなかたちで生まれ、作用しているかを、実際にイノベーションが生まれた現場の分析を通じて明らかにするとともに、文化芸術活動を介在することによって、様々な地域においても同様に実現可能とする手法化を求める。
・討論者
　現代舞台芸術の文化政策　~芸術生産のネットワーク構築~

東京大学大学院情報学環・学際情報学府修士課程1年　深沢祐一

（要旨）

　現代舞台芸術界は芸術性を保ちながらも経済性をもつ世界になり得るのか。この問いに基づき、問題認識とその解決策を提供することを本研究は目的とする。
　本論では、まずダンス・現代演劇等の現代舞台芸術の市場規模と歴史的変遷について述べ、次に日本の舞台芸術の文化政策の現状を公共劇場やアートNPOの動きを中心にまとめた後、今後の活性化の可能性について議論を行なう。
　現代舞台芸術にはどのような文化政策が今後求められるのか。本研究では社会調査手法と理論研究をふまえた考察を試みる。
 
　キーワード
　現代舞台芸術, 文化政策, 現代演劇, 現代ダンス, アートマネージメント

・討論者
ドキュメンタリー映画の社会性について
〜山形ドキュメンタリー映画祭を対象として〜

東京芸術大学大学院音楽研究科・芸術環境創造研究分野 修士課程１年　神谷知里

（要旨）
◆この研究ではドキュメンタリー映画という作品を媒体とした送り手と受け手の相互関係について分析することによって、映画の社会性や政治性について考えたい。
· 背景
○「A（1997）」「華氏9.11（2004）」、「いのちの食べ方（2005）」、「不都合な真実（2006）」などのドキュメンタリー映画の興行ヒットや民放TV局におけるプライムタイムのドキュメンタリー番組の増加など、日常においてドキュメンタリーという言葉をよく耳にするようになった。
　ドキュメンタリー映画は作品として明らかに政治性が強いと思われる作品も多い。しかし監督の作家性やメッセージの解読をするのではなく、どのようにその作品が観客の心を捉えたのかという視点から分析することによって、ドキュメンタリー映画の社会性や政治性について考えられるのではないか。

○送り手が文化や歴史を再生産してしまうような危険性もあるのではないか。
○ドキュメンタリー映画は受け手に今まで気にも止めなかったものの意味の再構築を可能にするが、同時に実際には《現実》を見ないで済ませることも可能にしているのではないか。

○技術の発達による作品の多様化。


◆研究対象
○山形ドキュメンタリー映画祭

◆研究方法
○参与観察、インタビュー、文献調査
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